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なぜ親にまで「感想文」を書かせるの！？ 
  

ＭＡＣでは育脳トライアル、ことばのワーク、育脳計算ワークが終わる度に生徒本人、親御

さん共に感想文を書いて頂いています。その提出がないと次の一冊をもらえないばかりか「忘

れ物」をしたということで、授業を受けられず帰らされます。 

 

 正直「なぜ親が感想文を書かないといけないの？？」と思われた、もしくは今もそう思われ

ている親御さんが多いのではと思います。特にお子さんが複数人ＭＡＣに通っている親御さん

からすると大変な労力だと理解しています。 

 

 僕も娘が通う幼稚園でイベントがある度、提出しなければならない感想文があるので「また

かぁ」と思いながらもしっかり、びっしり書いています（笑） 

 

 なぜ親まで感想文を書く必要があるのか？？その理由は大きく 2 点です。 

 

①「お子さんの学習意欲向上の為」 

 育脳トライアルは月間教材となっているので、ほぼひと月に 1 冊のペースで進みます。生徒

本人からすれば、ひと月かけて一冊のテキストをやり終える事は非常に大きな達成感・満足感

を得ることができます。さらに親がそのテキストを見てくれて、感想まで書いてくれれば「よ

し、次も頑張ろう！もっとたくさん○をもらえるようにしよう」と、学習意欲が増すのです。
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親に感想文を書いてもらう＝ちゃんと自分の事を見てもらっているという安心感から、良い学

習習慣を身に付けられるようになります。 

 

②「わが子の成長を把握して頂く為」 

「うわ～うちの子、この問題に対してこんな答え書くんだ」と、子どもの内面を垣間見た気

がしました。という感想文を頂いた事がありました。 

 

子どもたちは日々成長しています。毎月、毎月子どもたちの解き終えた育脳トライアルを見

ていると、日々の成長がはっきり見えてきます。書く文字、思考力、発想力などなど。 

 

このちょっとずつの成長をしっかりと感じ、見守ってあげて欲しいのです。 

 

大人はどうしてもすぐ結果を求めがちです。特に目に見えて分かる成績（テストなどの数字）

の面で。しかし、子どもたちの「ぐっと伸びる時期」は本当に様々です。小学校中学年くらい

で一気にお兄さんお姉さんになったなという子もいれば、高学年で急に勉強ができるようにな

ったな・・という子も、中学に入ってある時期から一気に成績が上がった・・など 10 人いたら

10 通りなのです。 

 

すぐに結果が出ていないからといって、今取り組んでいることを否定しないようにして下さ

い。親がそうすると子どもは根気強くひとつの事に取り組めなくなります。 

 

すぐに役立つことは、すぐに役立たなくなる 

 

これは伝説の教師と言われている灘高の橋本武先生の言葉です。今はインターネットによっ

て、たいていの知識は検索ですぐに得られる時代になっています。こういう時代に大事なこと

は、効率的にたくさんの知識を詰め込むことではなく、少しでも興味、関心があったら横道に

それて、自分で調べ、自分で考え、理解し、その知識を自分の行動に役立てていくことだと思

います。 

 

そうして得た知識、知恵、経験といったばらばらの点だったものが次第に繋がって、線にな

り、面になり、確実な自分の力になっていくのだと思います。つまり、将来的に本当に役に立

つ力はすぐには身に付かないし、なかなか目にも見えにくいものなのです。 

 

今の子どもたちはまさにその作業の真っ最中です。すぐに結果（成績）を求めるのではなく、
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長い目で見守ってあげて下さいね。 

 

感想文を書く際のお願い 
 

ひと月に一度、ほんの 10 分程の時間ですので、お子さんと一緒にこの育脳トライアルをご覧

下さい。先述のように育脳トライアルは答えが一つでない問題や、○×で採点できない問題、

自分の考えを述べる問題が数多く出題されています。 

 

一緒に育脳トライアルをご覧頂くことにより、今、お子さんが何を考えているのか、また日々

の成長を感じて頂く事ができます。 

 

ただし、ご覧になる時は答えの間違いを指摘するのではなく、お子さんの説明に感動し、驚

いて下さい。そして、その際に大切な事は、お子さんの眼を見て説明を受けて頂く事です。 

 

お子さんのやっている事に関心を持って頂く事が、お子さんの 

   持っている能力を大きく伸ばし、より良い学習習慣に繋がります。 

 

子どもたちはお母さんが大好きです。お母さんがお子さんの取り組みに興味を持てば、嬉し

そうに、楽しそうに話してくれます。（学年が上がるとそうでもない子も出始めますが・・（笑）

だからと言って興味を持たなくなったらダメです。子どもの反応が悪いからと親からのアプロ

ーチが無くなると、子どもたちは「親は忙しそうで僕・私のことなんて見てない」と感じ始め

ます）お子さんの為にこの時間を大切にしてあげて下さい。 

 

※子どもたちと話していると、お母さんのここがイヤ！というのを耳にすることがあります。 

 良く出てくるのは「○○さんちの□□君は～」などと、他の人と比べられる事です。自分な 

りに頑張っているけど、なかなか結果が出ない子もいます。それを他の家の友達と比べられ 

るのがイヤなんですね。逆に「○○君はこれ持ってるから僕も欲しい」とお母さんに言った 

ら「よそはよそ、うちはうち！！」と言われたらしいです。さすが、お母さんが一枚上手（笑） 

 

 オリンピック選手と同じ練習をしたらみんな同じ記録が出せるか？ 

 

 答えは否ですね。他の子と比べることはせず、我が子の成長を見つける努力をして頂ければ

親も気が楽ですし、お子さんとも良い関係が築けるのではないでしょうか。 
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さて、問題です！！ 
 

育脳トライアルには答えが一つでない問題が数多くあります。例えばこの問題、どんな答え

を出されますか？？（ちなみに、小学 2 年生レベルの問題です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 解答例で言うと、 

 

ア・・食べる時に使わない。   イ・・これだけ先が分かれている 

エ・・これだけ二本       エ・・これだけ刺したり切ったりではなくつまむもの 

エ・・これだけ木で、他は鉄の部分がある   その他も多数ありますよ！！ 

 

 つまり、考え方（定義の仕方）によって様々な解答になるのです。学校のテストでは答えは

「ひとつ」なので○か×で採点され、「なぜその答えにしたの？？」ということを聞かれること

はほぼありません。ＭＡＣでは低学年の間からこのような問題に取り組むことによって、楽し

みながら思考力を鍛えているのです。（自分なりの考えで答えを出して〇をもらえるので子ども

たちは楽しいのです） 

 

これからの時代は「知識」だけではなく「知恵」のある子でなければ生きていけません。様々

な側面から物事を見る訓練を低学年の内から取り組んでおけば、固定概念ではなく柔軟な視点

を持った子に育つのです。 

 

丸つけをしていると本当に感心させられる解答が多く、日々楽しませてもらっています。 



5 

提出頂いた感想文を紹介致します 
在塾生の紹介で、小学校の中学年になってから入塾してきた生徒さんです。頑張っている成果

が自信となって出ているようで嬉しいです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

先月号で忘れものに関して書かせて頂きましたが、このような声も頂いています。 

ご理解頂きありがとうございます！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次からは 12 月にお持ち帰り頂いた「親子で育脳トライアル」の感想です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大人からしたら、ぱっと見は「こんな簡単な問題」と思われがちな育脳トライアルですが、

実際に時間を計りながら解いてみると意外と難しかったり、考え込む問題が多いことにお気づ

き頂けたのではないでしょうか。そして、それと同時に我が子の成長にも気づいて頂けたよう

です。 

今年も 12 月に「親子で育脳トライアル」を配布する予定です。この一年でお子さんがどのよ

うな成長をするのか、今から楽しみにしておいて下さいね！ 


